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地
方
交
付
税
が
更
に
減
額

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
で
前

年
度
比
（
以
下
、
割
合
は
全
て
前
年
度

比
）
５
・
６
％
、
歳
出
で
５
・
９
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
税
源
移
譲
な
ど

に
よ
り
13
・
９
％
増
加
し
ま
し
た
が
、

地
方
譲
与
税
は
54
・
８
％
減
少
し
ま
し

た
。
今
年
度
に
お
い
て
も
、
国
の
方
針

に
よ
り
地
方
交
付
税
が
８
・
２
％
減
少

と
な
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で

し
た
。
町
で
は
、
国
の
補
助
等
を
活
用

し
事
業
を
行
う（
国
庫
支
出
金
88
・
２
％

増
）
他
、
基
金
（
貯
金
）
か
ら
の
繰
入

な
ど
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

地
方
債
に
お
い
て
は
、
次
世
代
に
負

担
を
残
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
公
債
費

の
元
金
以
下
に
留
め
る
と
い
っ
た
ル
ー

ル
を
作
り
計
画
的
に
行
っ
た
結
果
、１
・

１
％
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

公
債
費
が
歳
出
を
圧
迫

　

今
年
度
も
公
債
費
が
５
・
６
％
増
加

し
、
歳
出
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
公
債
費
は
平
成
19
年
度
を
ピ
ー
ク
に

減
少
す
る
予
定
で
す
。

　

土
木
費
に
つ
い
て
は
13
・
４
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
川
島
唐
子
線

の
整
備
や
小
千
代
山
の
取
得
な
ど
を

行
っ
た
た
め
で
す
。

　

そ
の
他
県
営
ほ
場
整
備
な
ど
に
よ

り
、
農
林
水
産
業
費
が
22
・
７
％
増
加

し
ま
し
た
。

■一般会計決算の状況 （単位：千円）

区　　分 決算額 構成比（％）

自
主
財
源

（
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
も
の
）

町税（皆さんが納めた税金） 3,172,912 53.3%
分担金及び負担金（保育料など特定の受益を受ける方から負担していただくもの） 102,907 1.7%
使用料及び手数料（施設の使用料や住民票を取る時の手数料など） 35,401 0.6%
財産収入（町有地を貸したり、売却して得たもの等） 15,240 0.3%
寄附金（寄附されたもの） 4,034 0.1%
繰入金（基金（貯金）を取り崩したしたもの） 208,467 3.5%
繰越金（前年度から繰り越されたもの） 188,058 3.2%
諸収入（その他の収入） 57,925 1.0%
自主財源計 3,784,944 63.6%

依
存
財
源

（
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
借
り
入
れ
た
も
の
）

地方譲与税（自動車重量税や地方道路税などが譲与されるもの） 119,028 2.0%
利子割交付金（利子割県民税の一部を交付されるもの） 9,896 0.2%
配当割交付金（配当割課税（県税）の一部を交付されるもの） 10,368 0.2%
株式等譲渡所得割交付金（株式等譲渡所得割課税（県税）の一部を交付されるもの） 5,818 0.1%
地方消費税交付金（地方消費税の一部を交付されるもの） 189,028 3.2%
ゴルフ場利用税交付金（ゴルフ場利用税（県税）の一部を交付されるもの） 31,475 0.5%
自動車取得税交付金（自動車取得税（県税）の一部を交付されるもの） 87,911 1.5%
地方特例交付金（児童手当の支給引き上げに伴う負担に対して交付されるものなど） 17,584 0.3%
地方交付税（国税のうち所得税、酒税等の中から財源保証及び財源調整により交付されるもの） 539,635 9.1%
交通安全対策特別交付金（安全施設整備のために交付されるもの） 6,112 0.1%
国庫支出金（町の事業に対し国が支出するもの） 410,805 6.9%
県支出金（町の事業に対し県が支出するもの） 264,552 4.4%
町債（借り入れたお金） 470,304 7.9%
依存財源計 2,162,516 36.4%

合　　計 5,947,460 100.0%

平
成
19
年
度
決
算
の
概
要 

～
町
の
家
計
簿
状
況
～

　

平
成
19
年
度
決
算
が
、
第
３
回
定
例

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
会
計
の
合
計
で
歳
入
総
額

１
１
０
億
５
１
８
３
万
円
（
前
年

度
比
４
・
９
％
増
）、
歳
出
総
額
で

１
０
７
億
８
４
７
９
万
円
（
前
年
度
比

５
・
１
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

町民１人当たりの税負担額　164,442円町民１人当たりの歳出額298,759円（前年度比2.7%増）
※町民人口は平成20年３月31日現在（税負担額も同じ）

平成19年度に実施された主な事業
行政区運営推進事業（総務費）… ……………… 18,419千円	〈区運営費補助など〉

広域路線バス運行事業（総務費）…………………… 13,455千円
介護給付事業（民生費）………………………………… 93,555千円	〈身体・知的障害者の居宅介護、短期入所など〉

障害者生活支援事業（民生費）… …………………… 22,281千円	〈身体・知的障害者の生活サポート及び手当〉

地域生活支援事業（民生費）………………………… 15,784千円	〈身体・知的障害者の福祉タクシー、日常生活用具など〉

介護保険関連施設管理事業（民生費）…………… 17,507千円	〈なごみ6174、やすらぎ11,333〉

保育所保育実施委託事業（民生費）……………… 261,817千円
児童手当・特例給付支給事業（民生費）… ……127,705千円
こども医療費給付事業（民生費）…………………… 32,983千円
予防接種事業（衛生費）………………………………… 17,462千円
基本健康診査事業（衛生費）………………………… 12,870千円
ごみ等処分事業（衛生費）……………………………… 54,097千円	〈可燃17,808、不燃12,821、資源21,872、粗大ごみ1,596〉

県営ほ場整備事業（農林水産業費）………………… 63,788千円	〈嵐山北部地区ほ場整備及び農道整備〉

中心市街地等商業活性化支援事業（商工費）……… 2,000千円
平沢土地区画整理事業（土木費）………………… 254,813千円
地方道路整備臨時交付金事業（土木費）… …… 85,261千円	〈川島・唐子線整備〉

自然緑地管理事業（土木費）………………………… 43,439千円	〈小千代山土地購入など〉

まちづくり交付金事業（土木費）…………………… 39,049千円	〈嵐山中央地区の道路及び公園整備〉

道路維持・管理・整備改良等事業（土木費）…… 79,671千円	〈管理7,153、修繕22,614、整備31,864、照明灯18,040〉

交通安全施設整備事業（土木費）…………………… 15,498千円	〈町道歩道整備〉

図書等整備事業（教育費）………………………………… 8,896千円
学校施設改修事業（教育費）…………………………… 7,372千円	〈小学校5,902、中学校1,470〉

決算額 構成比（％）
議会費（議会運営のための経費） 98,653 1.7%
総務費（全般的な管理事務、徴税、選挙、財務事務等のための経費） 1,072,962 18.6%
民生費（高齢者、障害者、児童等の福祉のための経費） 1,230,795 21.4%
衛生費（ごみ処理、病気予防等のための経費） 458,930 8.0%
労働費（労働対策等のための経費） 1,615 0.0%
農林水産業費（農林業の振興のための経費） 163,520 2.8%
商工費（商工業の振興のための経費） 46,996 0.8%
土木費（道路、公園等の整備のための経費） 942,710 16.4%
消防費（消防活動や防災等のための経費） 327,934 5.7%
教育費（学校、公民館、図書館等の運営のための経費） 546,962 9.5%
災害復旧費（災害復旧のための経費） 3,911 0.1%
公債費（借入金の返済のための経費） 869,564 15.1%
合計 5,764,552 100.0%
■注：構成比の集計は四捨五入のため不一致の場合があります。
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小千代山の取得（自然緑地管理事業） 玉ノ岡中通学路の歩道整備（交通安全施設整備事業）




